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1 まえがき   

変数分離可能な多次元非線形ナップザック問題はつぎの式で定式化される。  

JV  

maximizef（x）＝∑Lt（Tn）  
れ＝1  

JV  

subjectto9m（x）＝∑9mn（Tn）≦bm，m＝1，2，‥・，M，  
n＝1   

Ⅳ  

bm＝αm∑知れ（〇五），0＜αm＜1，  
n＝1  

gれ∈差n，乃＝1，2，…，〃，  

ここで，変数∬＝（〇1，∬2，‥・，〇Ⅳ），項目集合にれ＝（1，2，…，∬れ），であり．ん（ヱ五），gmれ（ェn）はそれぞれ非負の目的関  
数である。bmは制約許容量であり，αmはtightnessratio【1］と呼ばれる。   

2 代理制約法（SD）   

岩崎ら拘は代理制約法を多次元非線形ナップザック問題へ適用した。代理双対問題は次式で与えられる。  

min（opt【S（u）］：u∈U），  

ただし，Opt【S（u）］は問膚S（u）の最適な目的関数値，  

む＝（叫，む2，‥．，叫M＿1）T∈月〟‾1，  

〟－1  

打＝（む∈R〟十∑‰≦1，祝≧0），  

m＝1  

である。ここで，S（u）は代理問題とよばれ次式で与えられる。  

maximize f（T）  

Subjectto p（u，ヱ）≦β，  

ただし，  
〟＿1  

頑叫エ）＝∑‰（伊m（〇トタ〟（ご））＋且M（〇），  
m＝1   

〟－1  

β＝∑‰（わm一転）十b怖  

m＝1  

である。   

代理双対問庵の実行可能領域は，原間膚の実行可能領域をすべて含んでいるので，その解は原問題の上界値を与える  
が実行可能になるとは限らない。   

3 遺伝的アルゴリズム（GA）   

遺伝的アルゴリズムは適用可能な問題の範囲が広い手法であり，近年多次元組合せ最適化問題へ，遺伝的アルゴリズ  

ム［3］やタブーサーチ【4】が応用されているが制約条件が厳しいとき、生成される解集団のはとんどが実行不可能解と  

なり，実行可能解が得られてもよい解集団を得ることは困難である。  
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αm  GA♪‖ムA比  MCNじA比  MCヒ；XU■11   MCUB   SI）UB   

0．485  2426013  2435302  2435332  2435378   

0．490  2430464  2436243  243627979 

0．500  2434039  2437346  2437360  

表1：変数Ⅳ＝500，項目数∬＝20，制約数〟＝8   

4 最適解の探索と近似解の改善   

最適解の探索と近似解の改善を行うアルゴリズム（MCと略す）を以下に示す。代理双対間膚の解を〇SD，問題の上界  

値解をfUB．GAによる近似解の与える解を3SDとする。  

fUB←f（3：SD）；fLB←f（xGA）；β←β（3：GA）；  

Stepl   
↑
以
l
 
 
 

T
 
T
 
 

：
 
f
J
′
J
 
 

B  
‾∈；  

J■1’以上の目的関数値を持つ解を列挙する。；  

IF（列挙不可能）THENStep：iへ；  
IF（実行可能解がある）THEN最適解を出力；EXIT；  
臥SEJUB←JT；  
BNDIF  

ENDIF  

Steplへ；  

Step2：  
JT＝JLB十ど；β←β十∂；  

βの制約許容量の条件のもとでJT以上の目的関数値を持つ解を列挙する。；  

IF（列挙可能）THEN  

IF（JUB＝JLB）最適解を出力jEHT；  
EI－SEJLB←／（実行可能解）；β←β（実行可能解）；  

BNDIF  

芯NDIF  

∂とどを少し小さくしてStep2へ；  

5 計算機実験   

目的関数値と制約関数値をランダムに生成した問題の計算機実験の結果を表．1に示す。   
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